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(54)【発明の名称】 広角指向性超音波ビーム形成方法及び装置

(57)【要約】
【課題】  このようなウオルシュ関数を用いる３Ｄ方式
では、点音源を用いれば広角指向性ビームを形成するこ
とができるが、点音源では、エネルギー密度が小さくな
るという欠点があった。
【解決手段】  点線で囲った９個の超音波振動子１で２
次元アレイを構成し、この２次元アレイの中心超音波振
動子１ａが発振器２に接続され、中心超音波振動子１ａ
の周囲の８つの超音波振動子１は位相遅延回路３を介し
て発振器２に接続されている。中心超音波振動子１ａに
発振器２から発振出力を入力し、周囲の超音波振動子１
に発振器２から遅延回路３を介して発振出力を印加する
ことにより、周囲の超音波振動子１の振動位相を中心超
音波振動子１ａの振動の位相より遅延させることによ
り、送信される超音波の指向性は中心超音波振動子１ａ
を中心として広角になり、又、音響パワーは９個分とな
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  中心超音波振動子とその周囲の複数の超
音波振動子とからなる２次元アレイ超音波振動子におい
て、前記中心超音波振動子から超音波を照射するととも
に、前記複数の超音波振動子からの超音波の位相を前記
中心超音波振動子の超音波の位相に対して変更して照射
することを特徴とする広角指向性超音波ビーム形成方
法。
【請求項２】  前記超音波振動子より照射する超音波は
ウオルシュ関数であることを特徴とする請求項１記載の
広角指向性超音波ビーム形成方法。
【請求項３】  中心超音波振動子とその周囲の複数の超
音波振動子からなるグループを複数個構成することがで
きる２次元アレイ超音波振動子において、前記中心超音
波振動子とその周囲の複数の超音波振動子に順次ずらし
て信号を送信することを特徴とする広角指向性超音波ビ
ーム形成方法。
【請求項４】  中心超音波振動子と、その周囲の８つの
超音波振動子と、前記中心超音波振動子に接続された発
振器と、前記８つの超音波振動子に接続された位相遅延
回路と、該位相遅延回路に接続された前記発振器とから
なり、前記発振器より前記中心超音波振動子に発振出力
を印加するとともに、前記発振器より前記位相遅延回路
で位相を遅らせて前記８つの超音波振動子に発振出力を
印加することを特徴とする広角指向性超音波ビーム形成
装置。
【請求項５】  複数の超音波振動子からなる２次元アレ
イ超音波振動子と、該２次元アレイ超音波振動子のそれ
ぞれが接続された制御回路と、該制御回路に接続された
発振器とからなり、前記２次元アレイ超音波振動子にお
いて、前記制御回路で中心超音波振動子と周囲の８つの
超音波振動子を順次選択し、前記中心超音波振動子に前
記発振器から発振出力を印加し、前記８つの超音波振動
子に前記発振器の発振出力の位相を遅延して印加するこ
とを特徴とする広角指向性超音波ビーム形成装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】本発明は、２次元アレイ超音
波振動子の中心超音波振動子と周囲の複数の超音波振動
子によって広角指向性の超音波ビームを形成する広角指
向性超音波ビーム形成方法及び装置に関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】一般に、超音波診断装置は、複数の超音
波振動子を用いて超音波を集束させることに主眼がおか
れており、広角指向性ビームを形成するものではなく、
又、ウオルシュ関数を用いる３Ｄ方式では、広角指向性
ビームを形成するこが求められている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ
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うなウオルシュ関数を用いる３Ｄ方式では、点音源を用
いれば広角指向性ビームを形成することができるが、点
音源では、エネルギー密度が小さくなるという欠点があ
った。
【０００４】
【課題を解決しようとする手段】本発明は、中心超音波
振動子とその周囲の複数の超音波振動子とからなる２次
元アレイ超音波振動子において、前記中心超音波振動子
から超音波を照射するとともに、前記複数の超音波振動
子からの超音波の位相を前記中心超音波振動子の超音波
の位相に対して変更して照射することを特徴とする広角
指向性ビーム形成方法であり、又、前記超音波振動子よ
り照射する超音波はウオルシュ関数であるり、さらに、
中心超音波振動子とその周囲の複数の超音波振動子から
なるグループを複数個構成することができる２次元アレ
イ超音波振動子において、前記中心超音波振動子とその
周囲の複数の超音波振動子に順次ずらして信号を送信す
るものであり、又、中心超音波振動子と、その周囲の８
つの超音波振動子と、前記中心超音波振動子に接続され
た発振器と、前記８つの超音波振動子に接続された位相
遅延回路と、該位相遅延回路に接続された前記発振器と
からなり、前記発振器より前記中心超音波振動子に発振
出力を印加するとともに、前記発振器より前記位相遅延
回路で位相を遅らせて前記８つの超音波振動子に発振出
力を印加するものであり、さらに、複数の超音波振動子
からなる２次元アレイ超音波振動子と、該２次元アレイ
超音波振動子のそれぞれが接続された制御回路と、該制
御回路に接続された発振器とからなり、前記２次元アレ
イ超音波振動子において、前記制御回路で中心超音波振
動子と周囲の８つの超音波振動子を順次選択し、前記中
心超音波振動子に前記発振器から発振出力を印加し、前
記８つの超音波振動子に前記発振器の発振出力の位相を
遅延して印加するものである。
【０００５】
【発明の実施の形態】本発明では、中心超音波振動子と
その周囲の超音波振動子とからなる２次元アレイ超音波
振動子を構成し、２次元アレイ超音波振動子の中心超音
波振動子に発振出力を印加し、その周囲の超音波振動子
に位相を遅延させて印加することにより、広角指向性超
音波ビームを送信することができ、又、複数の超音波振
動子からなる２次元アレイにおいて、中心超音波振動子
と周囲の超音波振動子を順次移動して構成するように、
中心超音波振動子に発振器から発振出力を印加し、周囲
の超音波振動子に発振器の発振出力の位相を遅延させて
印加する動作を順次移動することにより、広角指向性超
音波ビームの送信をオーバーラップさせるようにしたも
のである。
【０００６】
【実施例】図１は本発明の実施例の広角指向性超音波ビ
ーム形成方法を実施する装置のブロック図で、点線で囲
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った９個の超音波振動子１で２次元アレイに構成し、こ
の２次元アレイの中心超音波振動子１ａが発振器２に接
続され、中心超音波振動子１ａの周囲の８つの超音波振
動子１が位相遅延回路３を介して発振器２に接続されて
いる。
【０００７】このように構成した本実施例では、中心超
音波振動子１ａに発振器２から発振出力を入力し、周囲
の超音波振動子１に発振器２から遅延回路３を介して発
振出力を印加することにより、周囲の超音波振動子１の
振動位相を中心超音波振動子１ａの振動の位相より遅延
させることにより、送信される超音波の指向性は中心超
音波振動子１ａを中心として広角になり、又、音響パワ
ーは９個分となる。
【０００８】図２は本発明の他の実施例の超音波振動子
の２次元アレイを示した図、図３は図２の２次元アレイ
による広角指向性超音波ビーム形成方法を実施する装置
のブロック図で、縦６個及び横６個の２次元アレイに構
成した超音波振動子４をそれぞれ制御回路５に接続し、
制御回路５を発振器２に接続し、超音波振動子４の２次
元アレイの点線６で示した９個の超音波振動子の中心超
音波振動子４ａの振動位相に対して、その周囲の超音波
振動子４の振動位相を遅延させるように制御回路５で制
御して発振器２から発振出力を印加することにより、点
線７で示した超音波振動子４が１つの点音源として動作
し、次に、点線をずらして、点線７で示した超音波振動
子４の中心超音波振動子４ｂの振動位相に対して、その
周囲の超音波振動子４の振動位相を遅延させるように制
御回路５で制御して発振器２から発振出力を印加するこ
とにより、点線７で示した超音波振動子４が１つの点超
源として動作し、さらに、点線をずらして、点線８で示
した超音波振動子４の中心超音波振動子４ｃの振動位相
に対して、その周囲の超音波振動子４の振動位相を遅延
させるように制御回路５で制御して発振器２から発振出
力を印加することにより、点線８で示した超音波振動子
４が１つの点音源として動作することができる。
【０００９】本実施例では、このように２次元アレイに
構成した超音波振動子４の中から９つの超音波振動子を
選択し、その中心超音波振動子４ａ、４ｂ、４ｃの振動
位相に対して、それぞれの周囲の超音波振動子４の振動*
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*位相を遅延させることにより、それぞれ選択された９つ
の超音波振動子を順次オーバーラップして送信すること
ができる。
【００１０】なお、図２の実施例において、点線６、
７、８でそれぞれ示した２次元アレイは同時に駆動して
送信するようにしてもよいし、又、点線６、７、８を斜
めに選択したが、横に順次選択するようにしてもよい。
【００１１】
【発明の効果】以上説明したように、本発明の広角指向
性超音波ビーム形成方法及び装置では、中心超音波振動
子とその周囲の超音波振動子とからなる２次元アレイ超
音波振動子を構成し、２次元アレイ超音波振動子の中心
超音波振動子に発振出力を印加し、その周囲の超音波振
動子に位相を遅延させて印加することにより、広角指向
性超音波ビームを送信することができ、又、複数の超音
波振動子からなる２次元アレイにおいて、中心超音波振
動子と周囲の超音波振動子を順次移動して構成するよう
に、順次移動した中心超音波振動子にそれぞれ発振器か
ら発振出力を印加し、順次移動した中心超音波振動子の
周囲の超音波振動子にそれぞれ発振器の発振出力の位相
を遅延させて印加することにより、広角指向性超音波ビ
ームの送信をオーバーラップさせて送信することができ
るという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の広角指向性超音波ビーム形成
装置のブロック図である。
【図２】本発明の他の実施例の超音波振動子の２次元ア
レイの構成図である。
【図３】図２の２次元アレイによる広角指向性超音波ビ
ーム形成装置のブロック図である。
【符号の説明】
１ａ        中心超音波振動子
１          周囲の超音波振動子
２          発振器
３          位相遅延回路
４          超音波振動子
５          制御回路
６、７、８  ２次元アレイ
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